
東京都八重洲駐車場
（公財）東京都道路整備保全公社

項目 評価内容

二次評価 A

管理状況

・　設備保守や利用者サービスの向上など、選定要項等で定められている管理
水準を確保するとともに、利用者の利便性の向上を図るなど、良好な管理運営を
行った。
・　消防署と連携し自衛消防訓練、消火訓練等を実施した。
・　大型連休期間や年末年始に職員や警備員を増員し、巡回頻度の増加など警
備を強化した。
・　警察署との合同による総合防犯訓練を行うなど場内の更なる安全性向上を
図った。
・　地域のまちづくりの動向や駐車需要を見据えた上で、周辺再開発や駐車場の
改修予定を考慮して定期契約台数の調整を行うなど、八重洲等５場全体での効
果的な運用を図っている。

事業効果

・　駐車時間30分未満無料化と併せた荷さばき車両の受入れや、カーシェアリン
グ事業者への定期貸付など、環境施策や地域の駐車対策に寄与した。
・　電気自動車の充電設備設置、低公害車の割引等、電気自動車や低公害車の
普及促進に寄与した。
・　閉鎖期間のなかった平成30年度と比較して、総利用台数が9,189台（＋
5.4％）、時間貸利用台数が25,913台（＋18.3％）増加した。
・　地元の防犯パトロール等に参加し地域の安全確保、活性化に貢献した。
・　利用者アンケートによる利用者満足度は、全ての項目で評価が高かった。

東京都宝町駐車場
（公財）東京都道路整備保全公社

項目 評価内容

二次評価 A

管理状況

・　設備保守や利用者サービスの向上など、選定要項等で定められている管理
水準を確保するとともに、利用者の利便性の向上を図るなど、良好な管理運営を
行った。
・　消防署と連携し自衛消防訓練、消火訓練等を実施した。
・　大型連休期間や年末年始に警備員を増員し、巡回頻度の増加など警備を強
化した。
・　警察署との合同による総合防犯訓練を行うなど場内の更なる安全性向上を
図った。
・　改修中の日本橋駐車場から定期契約車両の多くを受け入れるとともに、時間
貸の車室数が限定される中、混雑時には職員が場内誘導を行い、効率的な運用
を図っている。

事業効果

・　駐車時間30分未満無料化と併せた荷さばき車両の受入れや、カーシェアリン
グ事業者への定期貸付など、環境施策や地域の駐車対策に寄与した。
・　電気自動車の充電設備設置（200V普通充電器を２台新設）、低公害車の割引
等、電気自動車や低公害車の普及促進に寄与した。
・　前年度と比較して、総利用台数が6,232台（＋5.3％）、時間貸利用台数が8,915
台（＋9.2％）増加した。
・　地元の防犯パトロール等に参加し地域の安全確保、活性化に貢献した。
・　利用者アンケートによる利用者満足度は、全ての項目で評価が高かった。

東京都駐車場の指定管理者の管理運営に関する二次評価
（令和５年度実施分）
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東京都新京橋駐車場
（公財）東京都道路整備保全公社

項目 評価内容

二次評価 A

管理状況

・　設備保守や利用者サービスの向上など、選定要項等で定められている管理
水準を確保するとともに、利用者の利便性の向上を図るなど、良好な管理運営を
行った。
・　消防署と連携し自衛消防訓練、消火訓練等を実施した。
・　大型連休期間や年末年始に警備員を増員し、巡回頻度の増加など警備を強
化した。
・　警察署との合同による総合防犯訓練を行うなど場内の更なる安全性向上を
図った。
・　地域のまちづくりの動向や駐車需要を見据えた上で、周辺再開発や駐車場の
改修予定を考慮して定期契約台数の調整を行うなど、八重洲等５場全体での効
果的な運用を図っている。

事業効果

・　駐車時間30分未満無料化と併せた荷さばき車両の受入れや、カーシェアリン
グ事業者への定期貸付など、環境施策や地域の駐車対策に寄与した。
・　電気自動車の充電設備設置、低公害車の割引等、電気自動車や低公害車の
普及促進に寄与した。
・　前年度と比較して、総利用台数が9,053台（＋6.5％）、時間貸利用台数が
12,104台（＋10.7％）増加した。
・　地元の防犯パトロール等に参加し地域の安全確保、活性化に貢献した。
・　利用者アンケートによる利用者満足度は、全ての項目で評価が高かった。

東京都東銀座駐車場
（公財）東京都道路整備保全公社

項目 評価内容

二次評価 A

管理状況

・　設備保守や利用者サービスの向上など、選定要項等で定められている管理
水準を確保するとともに、利用者の利便性の向上を図るなど、良好な管理運営を
行った。
・　消防署と連携し自衛消防訓練、消火訓練等を実施した。
・　大型連休期間や年末年始に警備員を増員し、巡回頻度の増加など警備を強
化した。
・　警察署との合同による総合防犯訓練を行うなど場内の更なる安全性向上を
図った。
・　地域のまちづくりの動向や駐車需要を見据えた上で、周辺再開発や駐車場の
改修予定を考慮して定期契約台数の調整を行うなど、八重洲等５場全体での効
果的な運用を図っている。

事業効果

・　駐車時間30分未満無料化と併せた荷さばき車両の受入れや、カーシェアリン
グ事業者への定期貸付など、環境施策や地域の駐車対策に寄与した。
・　電気自動車の充電設備設置、低公害車の割引等、電気自動車や低公害車の
普及促進に寄与した。
・　前年度と比較して、総利用台数が3,178台（＋2.7％）、時間貸利用台数が4,778
台（＋4.8％）増加した。
・　地元の防犯パトロール等に参加し地域の安全確保、活性化に貢献した。
・　利用者アンケートによる利用者満足度は、全ての項目で評価が高かった。
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東京都板橋四ツ又駐車場
（公財）東京都道路整備保全公社

項目 評価内容

二次評価 A

管理状況

・　設備保守や利用者サービスの向上など、選定要項等で定められている管理
水準を確保するとともに、利用者の利便性の向上を図るなど、良好な管理運営を
行った。
・　消防署と連携し自衛消防訓練、消火訓練等を実施した。
・　大型連休期間や年末年始に警備員を増員し、巡回頻度の増加など警備を強
化した。
・　警察署との合同による総合防犯訓練を行うなど場内の更なる安全性向上を
図った。
・　天井からの漏水のため閉鎖中の車室がある中で、修繕により利用可能車室を
確保するなど、継続的な工夫により効率的な運用を図っている。

事業効果

・　近隣の工事現場、公共施設、周辺企業等に案内チラシを配布し、駐車場利用
の向上を図った。
・  駐車時間30分未満無料化と併せた荷さばき車両やパーク＆ライドの受入れな
ど、環境施策や地域の駐車対策に寄与した。
・　電気自動車の充電設備設置（200V普通充電器を２台新設）、低公害車の割引
等、電気自動車や低公害車の普及促進に寄与した。
・　大規模改修に伴う車室利用の制限がある中、前年度と比較して、その利用実
績を概ね維持した。（総利用台数が1,146台（－1.8％）、時間貸利用台数が492台
（－1.1％）減少）
・地元町内会や商店街等との更なる連携を進め、地域の安全確保、活性化に貢
献することを期待する。
・　利用者アンケートによる利用者満足度は、全ての項目で評価が高かった。
・　都が行う大規模改修に際し、都との連絡調整、定期契約者への周知及び利用
車室の調整等の折衝を計画的かつ丁寧に行い、改修の実施に大きく貢献した。
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評価内容 評価

1 猿江恩賜公園 A A

2 亀戸中央公園 B B

3 尾久の原公園 S S

4 東綾瀬公園 B B

5 中川公園 B B

6 大島小松川公園 A A

7 宇喜田公園 B B

・ グループ全体と し て、 東京東部特有の地域に根ざし たコ ミ ュ ニティ の力を う ま く 取り 込んで、
地元参加の公園運営が進めら れている 。 宇喜田公園のハーブガーデン での自立的な緑のコ ミ ュ ニ
ティ 育成など 、 各園での個性的な取組の成長が評価でき る 。

・ 猿江恩賜公園では、 コ ミ ュ ニケーショ ン ロ ボッ ト のUni boを 活用し たイ ベン ト を 実施し 、 ス タ ッ
フ の負担軽減に向けた実証実験や利用者動行データ の自動収集を 行う など 、 DXを 活用し た取組を
進めた。

・ 亀戸中央公園では、 「 遊びキャ ラ バン 」 を 開催し 、 自然や季節を 感じ さ せる イ ベン ト を 実施し
た結果、 多様なニーズへの対応が評価さ れ、 アン ケート によ る 満足度も 約90％以上の高い水準と
なっ ている 。 ま た、 サザン カ 名所復元の取組に関し て、 サザン カ マッ プのリ ニュ ーアルやHP掲載
など 、 広報を 充実さ せた。

・ 尾久の原公園では、 「 季節の展示」 、 「 季節のフ ェ ス タ 」 において、 区内福祉施設、 学校、 市
民団体等の関係者によ る 制作・ 運営への協働・ 協力体制を 構築し 、 都民参加の促進によ る 公園の
活性化に寄与し た。 ま た、 新たな企画「 par k： mot t o」 では、 「 餅花づく り 」 、 「 ま き 割り 」 と
いっ たユニーク なテーマを 月ご と に設定し イ ベン ト を 開催する など 、 公園の魅力向上に寄与し
た。 さ ら に、 12月の「 季節のフ ェ ス タ 」 では「 見る ！知る ！守る ！おぐ のはら 防災2023×ユニ
バーサルウ ォ ーク 」 と 題し て、 官民７ 団体によ る 防災イ ベン ト を 開催し 、 起震車体験や災害救援
車両の展示など 各々の役割や取組を アピ ールする と と も に、 防災減災への意識啓発を 行っ た。 そ
のほか、 公園と し ての一体性が表現でき ており 、 地域住民と の日常的な交流が定着し てき てい
る 。 公園の個性が明確と なり 地域に一層溶け込つつある 点を 評価する 。

・ 東綾瀬公園では、 草の成長速度を 考慮し て作業計画を 再検討し 、 柔軟な対応を 行う と と も に、
ロ ボッ ト の試験導入によ り 作業効率の向上を 図っ た。 樹木点検にてマーク し ていた危険木が無風
状態で倒木する 事故を 受け、 グループ全体に事故概要と 事故防止対策の配信を 行っ た。 ま た、 大
経木管理に重点的に取り 組み、 大規模な剪定作業を 実施し 住宅地の公園管理課題に積極的に取り
組んだ点を 評価する 。

・ 中川公園では、 管理所前にウ ェ ルカ ム 花壇や季節を 感じ る フ ォ ト ス ポッ ト を 継続設置する こ と
で、 幅広い年齢層の方が撮影に多数訪れ、 好評を 得た。

・ 大島小松川公園では、 六価ク ロ ム 対策を 徹底し 、 安心安全を 確保し た。 ま た、 新たな取組と し
て、 園内に咲く 草花を 写真に撮り 、 解説を 添えた「 花のカ ード 」 を 作成し て来園者に配布を 開始
する と と も に、 今年度から ４ 年ぶり に臨時売店を 再開し て来園者の利便性向上に努める など 利用
者サービ ス の充実が図ら れている 。 さ ら に、 近隣小・ 中学校の児童・ 生徒の職場体験を 受け入れ
地域連携を 図っ た点や、 「 行幸対応」 、 「 団体利用」 等への適切な対応、 遠足での利用等を 通じ
て利用価値を 高めた点を 評価する 。 今後、 高齢者施設や障がい者施設での利用場所と し ての活用
も 期待する 。

・ 宇喜田公園では、 ハーブガーデン のラ ベン ダーが評判と なり 、 他園や近隣の花壇管理者から 指
導の依頼や苗の提供等の要望が多数あっ たこ と に加え、 HPで公開し ている 活動記事がき っ かけと
なり テレ ビ 放映さ れる など 、 更なる 広報効果を 生み出し た。 ま た、 ス ポーツ 広場で発生し た不法
占拠について、 毅然と し た対応によ り 撤去を 実現し 、 施設の適正利用に貢献し た。

№

都市部の公園・ 東部グループ

アメ ニス 東部地区グループ

施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名



評価内容 評価

8 日比谷公園 S S

9 芝公園 A A

10 青山公園 B B

11 林試の森公園 A A

12 蘆花恒春園 B B

13 祖師谷公園 A A

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

・ グループ全体の取組と し て、 歴史・ 文化的なロ ケーショ ン を 活かし たイ ベン ト や公園の特性に
応じ た多彩なプロ グラ ム を 展開し 、 各公園の魅力向上に貢献し た。 ま た、 開園120周年を 迎えた日
比谷公園や開園150周年を 迎えた芝公園において、 周辺企業や地域ボラ ン ティ ア等と 連携し た様々
な事業を 実施し 、 地域のつながり を 強化し たこ と は評価に値する 。

・ 日比谷公園では、 パーク ミ ーティ ン グでのつながり を 活かし 、 120周年事業の映画イ ベン ト 等、
周辺企業や団体と 連携し た取組を 実施する こ と で、 ま ちと 公園の回遊性を 向上さ せた。 ま た、 周
年特設HP開設やニーズを 捉えた情報発信など 、 効果的なPRによ り Xのフ ォ ロ ワ ー数が年度当初比
126％と なっ たほか、 新たに企業版プチボラ を 開始し 、 多く の人へ社会貢献活動の場を 提供し たこ
と が評価でき る 。

・ 芝公園では、 開園150周年を 記念し 、 地域ボラ ン ティ ア等と 連携し た魅力的なガイ ド ツ アーを 定
期的に開催し たほか、 も みじ 谷ラ イ ト アッ プを 例年よ り 拡大し て実施し 、 紅葉のピ ーク にあわせ
た「 ナイ ト 映えさ んぽ」 や「 ミ ニコ ン サート 」 を 実施する など 、 更なる 公園の魅力向上に貢献し
た。

・ 青山公園では、 同色で段差を 視認する こ と が困難と 思われる 階段に、 誰でも 段差を わかり やす
く 視認でき る よ う な識別シート を 設置し 、 利用者の安全を 確保し た。 ま た、 近隣企業と 連携し 、
日本文化を 発信する 美術館や商店を 自転車で巡る と いっ た、 青山の地域特性を 活かし た五感と 知
的好奇心を 刺激する コ ン テン ツ を 提供する こ と で、 地域活性化に寄与し た。

・ 林試の森公園では、 大学と 協力し て４ 種の樹木ガイ ド マッ プを リ ニュ ーアルし 、 多種多様な樹
木を 紹介し たほか、 SDGsパーク セン タ ーと し て教育機関と 連携する こ と で研究の場と し てアピ ー
ルし 、 公園の魅力を 向上さ せた。 ま た、 近隣10自治会と のパーク ミ ーティ ン グを 初開催し 、 防災
に関する 公園の取組を 紹介する と と も に、 今後の訓練に関する 調整を 熱心に行う など 、 地域連携
の強化に貢献し た点も 評価でき る 。

・ 蘆花恒春園では、 ボラ ン ティ ア団体やNPO法人と の協働によ り 、 園内竹林の発生材を 使用し た竹
ラ ン タ ン 製作のワ ーク ショ ッ プを 開催し 、 徳冨蘆花旧宅母屋前に飾り つけてラ イ ト アッ プを 行う
など 、 東京都指定史跡や公園の魅力向上に貢献し た。 ま た、 保育園と 連携し た防災訓練を 実施す
る こ と など を 通じ て、 地域の防災力向上に寄与し た。

・ 祖師谷公園では、 「 祖師谷公園ス ケート ボート 協会」 と 連携し て「 初心者体験教室によ る マ
ナーアッ プ」 を 実施し 、 子ど も たちへのルール周知と マナー向上を 図っ た。 ま た、 「 たねだんご
イ ベン ト 」 の実施にあたり 、 ボラ ン ティ ア、 保育園等と の良好な関係を 継続し 、 園児が職員・ ボ
ラ ン ティ アの顔と 名前を 憶える こ と で、 見える 安全・ 安心かつ地域の繋がり を 強化し た点が評価
でき る 。

都市部の公園・ 南部グループ

公益財団法人東京都公園協会



評価内容 評価

14 戸山公園 A A

15 善福寺公園 A A

16 高井戸公園 A A

17 浮間公園 S S

18 赤塚公園 A A

19 石神井公園 A A

20 大泉中央公園 B B

21 練馬城址公園 B B

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

・ グループ全体の取組と し て、 関東大震災から 100年の節目にあたり 、 公園特性に応じ た連携訓練
を 実施し 、 地域の防災力向上に寄与し た。 ま た、 各公園において地域的なテーマやニーズに応え
る 企画を 行う こ と で、 多様な都民の参加を 促進し たほか、 親子参加や教育機関と の連携を 通じ て
地域全体の協力につなげていく 高いコ ーディ ネート ス キルが評価でき る 。 今後は、 地産野菜を
使っ たイ ベン ト 等、 地産のも のを アピ ールする 取組等を さ ら に進め、 地域の魅力向上に一層寄与
する こ と を 期待する 。

・ 戸山公園では、 「 内藤と う がら し プロ ジェ ク ト 」 において、 土3, 500ℓを 堆肥化する 「 土の再生
プロ ジェ ク ト 」 を 立ち上げ、 様々な団体を 巻き 込みながら 地域全体でSDGsを 推進し た。 ま た、 園
内にス ポーツ セン タ ーを 有する 戸山公園なら ではの企画と し て、 新宿区ト ラ イ アス ロ ン 連合と の
連携によ り 「 2023新宿アク アス ロ ン 大会」 を 開催し たほか、 「 特別かけっ こ 教室　 運動会で使え
る 走り 方のポイ ン ト 教えま す！」 や「 SOTOヨ ガ」 等、 過去最多と なる ス ポーツ イ ベン ト を 開催
し 、 健康増進に貢献し た。

・ 善福寺公園では、 視覚障害者施設と の連携によ り 開催し た「 視覚に頼ら ず自然に触れる 園内散
策ガイ ド 」 において、 植物・ 野鳥ボラ ン ティ アと の協働によ り 五感を フ ル活用する プロ グラ ム を
企画・ 提供する など 、 社会包摂を 意識し た事業にも 積極的に取り 組んだ。 ま た、 都や区と 連携
し 、 公園出入口のバス 停留所において、 車いすでも 円滑な乗り 降り が可能と なる よ う バリ アフ
リ ー整備を 実施し 、 イ ン ク ルーシブな利用環境を 整えた点も 評価でき る 。

・ 高井戸公園では、 区やNPOと の連携によ り 、 滑車ロ ープやハン モッ ク 、 泥んこ 遊びなど 、 子ど も
の自主性を 尊重し たイ ベン ト 「 出張プレ イ パーク 」 を 開催し 、 公園への新たなニーズの掘り 起こ
し を 図っ た。 ま た、 「 あおぞら 防災会議」 を 地域連携強化によ り バージョ ン アッ プし 、 かま ど ベ
ン チやマン ホールト イ レ の組立体験、 家族で防災マッ プを 作成する ワ ーク ショ ッ プ等、 よ り 実践
的な防災イ ベン ト を 実施し たこ と で、 地域一体と なっ た防災力の向上に寄与し た。

・ 浮間公園では、 近隣保育園と の連携によ り 、 親子向けの紙芝居やミ ニゲーム のワ ーク ショ ッ プ
を 園内の広場で実施する 「 青空保育園」 を 初開催し 、 子育て世代の地域コ ミ ュ ニティ の場を 創出
し たほか、 「 Uki Uki マルシェ 」 等の収入を 財源に運用し た「 １ 万本のチュ ーリ ッ プ事業」 では、
近隣保育園や地域のボラ ン ティ ア団体と と も にチュ ーリ ッ プの球根の植え付けを 行い、 地域価値
や公園の魅力向上に寄与し た。 ま た、 「 う き う き 親子釣り 体験」 においては、 特定外来生物を 回
収し 堆肥にする 園内資源循環型の取組「 ブルーギルバイ バイ プロ ジェ ク ト 」 の解説も 行い、 生物
多様性の普及啓発を 進めた点が評価でき る 。

・ 赤塚公園では、 保育園と の連携で「 花育」 活動を 開始し 、 ボラ ン ティ アと と も に花苗を 植え付
け、 その後も 「 お水あげ隊」 と し て定期的に活動する など 、 園内美化と 環境学習の推進に寄与し
た。 ま た、 関係各所への積極的なアプロ ーチによ り 、 地域の自治会、 教育機関、 企業、 ボラ ン
ティ アほか23団体を 集め、 多様な団体から 意見や提案を 募る 「 パーク ミ ーティ ン グ」 を 初開催
し 、 公園管理への積極的な地域参画の機運を 醸成し た点を 評価する 。

・ 石神井公園では、 牧野記念庭園と の連携によ る 地域周遊ツ アーの開催やサス テナブルイ ベン ト
「 THI NK ETHI CAL PARK DAY」 において地域の９ 団体を 新たに加える など 、 積極的に地域コ ミ ュ ニ
ティ ーと の連携を 図っ たほか、 社会的な課題に着目し 、 児童養護施設の子供たちに落葉清掃やか
ま ど ベン チを 使用し た防災体験に取り 組んでも ら う 等、 社会貢献を 念頭に置いたプロ グラ ム を 実
施し 、 公園の特性を 活かし たアプロ ーチでイ ン ク ルーシブに貢献し た。

・ 大泉中央公園では、 夏休みイ ベン ト 「 夜の生き 物観察会」 において、 子供たちが園内の生物に
ついて関心を 持つ機会を 創出し 、 公園の魅力向上に寄与し た。 ま た、 農業が盛んな立地を 活かし
て、 園内の花壇に新たに「 キッ ズフ ァ ーム 」 を 設置し 、 近隣中学校やNPO法人等と の連携によ り 実
施し た食育プロ ジェ ク ト は、 地域連携を 深める 取組と し て評価でき る 。

・ 練馬城址公園では、 新規開園に伴い、 計12団体と 共に地域主体の開園記念イ ベン ト を 実施し 、
「 地域でつく っ ていく 公園」 と いう 協働の下地を 築いた。 ま た、 ５ 月の開園記念イ ベン ト ではか
ま ど 野外卓を 活用し た火おこ し 体験、 11月には地域と 連携し た「 あそぼう さ いフ ェ ス 」 、 12月に
は「 地域連携防災訓練」 を 実施する など 、 防災意識の向上に寄与し た。

都市部の公園・ 北部グループ　

公益財団法人東京都公園協会



評価内容 評価

22 武蔵野公園 B B

23 浅間山公園 A A

24 野川公園 A A

25 玉川上水緑道 B B

26 武蔵国分寺公園 S S

27 東伏見公園 B B

28 六仙公園 B B

武蔵野の公園パート ナーズ

・ グループ全体と し て、 愛犬家のマナー向上を 目的と し た「 犬のマナーアッ プキャ ン ペーン 」 を
開催する こ と で、 都立公園で共通する ルールと し て利用者に働き かけ、 効果的に実施し ている 。

・ 武蔵野公園では、 ス ポーツ 広場の整備が決定し た後、 ス ケボー広場内のセク ショ ン 撤去を 指導
し 、 都がス ム ーズに整備の準備を 行う こ と ができ る よ う にし た点を 評価する 。 ま た、 懸案事項と
なっ ていた園内の長期滞在者について、 府中市が委託する 支援団体や警察と 連携し て継続的に説
得を 行っ た結果、 施設利用の適正化に結び付けた。

・ 浅間山公園では、 地域協議会「 浅間山を 考える 会」 を 年４ 回実施し 、 園内で行う イ ベン ト 、 調
査、 維持管理など に関し 、 産官学民多様な主体を 巻き 込みながら 計画、 報告、 意見交換を 行っ
た。 同会関係者と 協働で「 キス ゲフ ェ ス ティ バル」 、 「 森キッ ズク ラ フ ト DAY」 、 「 冬鳥の観察
会」 など 、 年間を 通じ て様々なイ ベン ト を 実施し 、 地域一丸と なっ た公園を 拠点と し た魅力的な
コ ミ ュ ニティ ーづく り を 着実に進めてき た点を 評価する 。 ま た、 地元府中市と の連携について、
市主催の「 環境ま つり 2023」 に出展、 １ 月には市主催の「 新春ス タ ン プラ リ ー」 にラ リ ーポイ ン
ト と し て協力する など 、 連携を 強化し た。

・ 野川公園では、 広域連携によ る 国分寺崖線の保全活用の推進を 目的と する 「 第３ 回はけの自然
と く ら し のフ ォ ーラ ム 」 を 開催し た。 フ ォ ーラ ム では、 環境省の「 自然共生サイ ト 」 を テーマに
し 、 参加し た崖線の所有や管理に関わる 35団体85名に、 取組を 広く 周知し た。 本フ ォ ーラ ム の開
催によ り 、 国分寺崖線沿いの関連団体の連携を 促し 、 崖線環境を 保全する 体制づく り を 推進し
た。 ま た、 夏休みの子供たちを 対象と し た「 キッ ズレ ン ジャ ース ク ール」 では、 よ り 多く の子供
たちに裾野を 広げる ための環境教育プロ グラ ム 「 いき も のなぜなぜ質問箱」 を 実施し た。 ウ ェ ブ
サイ ト やSNSなど で広報し た結果、 都内のみなら ず遠方から の参加者の獲得につながり 、 公園に訪
れる 多様な世代の方から 好評を 得た。

・ 玉川上水緑道では、 市民団体と 連携し た順応的管理によ り 、 絶滅危惧種である キン ラ ン の生育
数が回復し たこ と に加え、 地元中学校と 連携し て実施し た選択的除草によ り 、 同じ く 絶滅危惧種
である ショ ウ リ ョ ウ バッ タ モド キが生息する よ う になり 、 希少種の保全に貢献し た点が評価でき
る 。

・ 武蔵国分寺公園では、 地元NPOと の共催によ り キッ ズイ ベン ト 「 あそブン の森」 を 開催し 、 他団
体と 連携する こ と で魅力的なプロ グラ ム を 実現し た。 特に、 「 景観×自然」 のコ ラ ボガイ ド
ウ ォ ーク では、 ガイ ド 中に参加者が撮影し た写真を SNS上で集約し 、 管理所前に設置し たデジタ ル
サイ ネージにて参加者が撮影し た風景の発表会を 行う など 、 デジタ ル手法を 活用し た公園の魅力
向上策を 実施し た。 ま た、  市民の提案を 実現する 「 『 あっ たら いいな』 を みんなでつく る 公園プ
ロ ジェ ク ト 」 と し て、 「 う く フ ェ ス 」 、 「 てのわ森の中美術館2023」 、 「 お散歩ビ ン ゴ で秋を 楽
し も う 」 など 、 一年を 通じ て多数のイ ベン ト を 開催し た結果、 他県から の来園者を 含む延べ8, 668
人が来場し 、 イ ベン ト の満足度は90%以上と 好評だっ た。 さ ら に、 水質浄化装置の導入によ り 、 カ
イ ツ ブリ の繁殖回数・ 個体数増加や、 ヒ バカ リ 等絶滅危惧種を 初確認する など 、 水辺環境の改善
に寄与し ている 。

・ 東伏見公園では、 人気遊具のロ ーラ ー滑り 台について通常点検を 実施する ほか安全性に万全を
期すため積極的に精密点検を 実施し たこ と で、 ロ ーラ ーの破損リ ス ク を いち早く 発見し 交換を 行
う など 、 利用者の安全性を 向上さ せた。 ま た、 地元中学校と の連携によ り 選択的除草を 行う な
ど 、 ばっ たラ ン ド の重点管理を 行い、 新たに絶滅危惧種を 確認する など 生物多様性の向上に寄与
し た。

・ 六仙公園では、 「 あっ たら いいなを みんなでつく る 公園プロ ジェ ク ト 」 と し て地域団体・ 市民
と と も に「 麦の収穫祭～東久留米麦ま つり ～」 を 開催し た。 公園周辺で活躍する 様々な団体・ 市
民が集い、 地域の産業や伝統を 近隣に発信する と と も に、 地域住民を つなぐ コ ミ ュ ニティ 形成の
場を 創出する 取組と し て評価でき る 。 六仙公園の在り 方の方向性が見えつつある 年度であり 、 今
後はよ り 多く の緑の確保と 水場のユニーク な利用法の模索を 行いながら 、 公園を 取り 巻く コ ミ ュ
ニティ の継続的拡大を 期待する 。

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

武蔵野の公園グループ



評価内容 評価

29 陵南公園 A A

30 小宮公園 A A

31 滝山公園 B B

32 大戸緑地 B B

多摩部の公園パート ナーズ

・ グループ全体と し て、 新人ス タ ッ フ の導入研修を 通じ て、 維持管理に必要なス キルや知識の習
得を 促すこ と で、 公園管理の質を 向上さ せる と と も に、 防災ク イ ズイ ベン ト 等の地域の防災力を
高める 取組を 行っ た。 ま た、 犬のマナーアッ プキャ ン ペーン や野鳥観察マナーアッ プキャ ン ペー
ン を 実施し 、 来園者のマナーの向上と 公園の利用環境改善に貢献し た。 その他、 公園ご と に異な
る テーマを 立てる こ と で、 個性的で充実し た内容の取組を 進め、 企画への参加者を 増やし ている
点が評価でき る 。

・ 陵南公園では、 多世代向けプロ グラ ム を 複数実施し ており 、 継続を 希望する 声が多数寄せら れ
る など 、 高い評価を 得ている 。 特に、 参加者に心身の健康を 促す機会を 提供する 「 こ こ から Smi l e
FES」 では、 多様な健康促進プロ グラ ム が展開さ れ、 地域の多世代が集う 健康フ ェ ス ティ バルと し
て成功を 収めた。 「 カ エル救出ボラ ン ティ ア」 を 結成する 等、 ユニーク な試みも 含め大幅な利用
者数と なっ たこ と が評価でき る 。 さ ら に、 建物清掃について、 外部有資格者によ る 清掃状況の診
断・ 評価を 受ける こ と によ り 、 客観的な視点によ る 衛生品質の向上に努めた点を 評価する 。

・ 小宮公園では、 こ れま で継続的に行われてき た生物多様性対応と し て従来の希少生物保全の取
組や自然的景観への配慮に努め、 地域連携を 強化し ている 。 特に、 高齢者団体に働き かけ、 健康
の場と し て提供し つつ、 八王子市高齢者支援アプリ 「 テク ポ」 のポイ ン ト と し て活用でき る よ う
にし ている 点や地域連携で開催し たイ ベン ト 「 子ど も シティ 」 を 開催する など 、 世代に偏る こ と
なく 、 多世代の需要と 関心に対応し たイ ベン ト を 企画し ている 点が評価でき る 。 ま た、 開催３ 年
目にあたる 「 冬＊カ フ ェ day」 、 ２ 年目にあたる 「 初夏＊カ フ ェ Day」 にて、 昨年度のアン ケート
結果を 踏ま えた新規プロ グラ ム の導入など によ り 利用者サービ ス が向上し 、 高評価を 得ている 。
そのほか、 イ ン ス タ グラ ム を 開始し 美し い画像を 多く 提供し ている 点や、 景観の改善に向けた取
組も 評価でき 、 今後の展開に期待する 。

・ 滝山公園では、 滝山観光ま ちおこ し 実行委員会に参画する こ と で、 歴史講演と 寸劇、 忍者体験
プロ グラ ム を 通じ て子供たちの体力向上と 地域の歴史学習を 促進し た。 地域団体と の協力によ り
多様なイ ベン ト を 開催し 、 滝山城の魅力を 広く 伝える こ と で地域観光の活性化に寄与し た。

・ 大戸緑地では、 利用者ニーズに応え「 大戸緑地冬開き DAY」 を 開催し 、 親子が自然の中でク ラ フ
ト を 楽し み、 ワ ード ラ リ ーで里山の冬景色を 体験でき る 、 自然を 活かし たプロ グラ ム を 実施する
こ と によ り 、 地域連携によ る 環境保護意識の醸成に寄与し た。 ま た、 施設を マイ ク ロ ツ ーリ ズム
の拠点と する 意図やその取組も 評価でき 、 今後は、 各種プロ グラ ム だけでなく 、 景観の改善を 意
識し た取組に期待し たい。

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

多摩部の公園グループ



評価内容 評価

33 狭山・ 境緑道 B B

34 狭山公園 A A

35 八国山緑地 B B

36 東大和公園 B B

37
野山北・ 六道山公
園 S S

38 中籐公園 B B

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

・ グループ全体と し て、 生態系保全への取組や、 ボラ ン ティ アの育成等によ り 自然環境や風景の
魅力づく り に関わる 費用対効果を 高めている 。 特に子供の参加プロ グラ ム は、 地域の環境に関わ
る 人材育成と いう 視点から も 、 高く 評価でき る 。 各公園において景観の改善に向けた取組を 拡大
し 、 事業効果が発現する こ と を 期待する 。

・ 狭山・ 境緑道では、 老朽化し た階段や土留等、 改修要望を 受けて改善策を 検討、 施行し 、 利用
者の安全を 確保し つつ景観の維持に成功し ている 。 特に、 昨年度から の要望であっ た児童遊園へ
繋がる 階段改修では、 緑道の景観にも 溶け込んだ仕上がり と なり 、 高齢者・ 幼児にも 利用し やす
い施設に改善さ れた。 ま た、 景観の改善に向けた取組も 評価でき る 。

・ 狭山公園では、 「 さ やま KI DS DAY」 、 「 SAYAMA HI LLS DAY」 など の親子で参加可能なイ ベン ト
を 継続し て開催し 、 前年度を 上回る 来場者数を 記録し た。 ま た、 園内巡回に電気自動車を 導入
し 、 CO2排出量軽減の一助と し 、 伐採し たナラ 枯れ被害木を イ ベン ト 資材と し て活用する など し て
SDGsの推進に寄与し た。 さ ら に、 広域のナラ 枯れ調査にド ロ ーン を 活用する こ と によ り 効率的な
維持管理を 行っ た。 こ れま での試みの延長と し て各種行事を 実施し ている こ と に加え、 当該年度
は、 ヘルシーパーク と し ての視点を 取り 入れる と と も に、 電気自動車の導入など 改善に向けた継
続的取組の観点から 評価でき る 。

・ 八国山緑地では、 関東大震災100年の東京都・ 東村山合同総合防災訓練に参加し 、 広域避難場所
と し ての機能の周知のためブース 出展を 行い、 防災機能の周知と 関係機関と の連携強化を 行っ
た。 ま た、 水辺植物の発芽促進のため湿地帯を 創出し た結果、 希少生物が確認さ れる など 、 効果
的な生物保全活動に取り 組んだ。 さ ら に、 アメ リ カ ザリ ガニ対策と し てナマズを 導入し たこ と を
評価する 。

・ 東大和公園では、 GI Sマッ プを 活用し た樹木調査によ り 広範囲の樹木の状態を 把握・ 管理し 、 ア
カ マツ 保全のために約40本の樹幹注入を 実施する など 、 松枯れ対策を 積極的に行い、 アカ マツ 林
の保全に取り 組んだ。

・ 野山北・ 六道山公園では、 延べ3, 700人以上が参加し た活発なボラ ン ティ ア活動や、 里山民家の
収穫祭など 、 公園施設を 生かし たイ ベン ト を 開催し 、 積極的な都民参加や施設の魅力向上につな
がる 取組を 効果的に実施し ている 。 ま た、 狭山丘陵周辺の６ 市町から の後援を 得て「 狭山丘陵
フ ォ ト ロ ゲイ ニン グ2024」 を 開催し 、 都県境を 超えた参加者を 集め、 アン ケート において高評価
を 得ている 。 さ ら に、 広域のナラ 枯れ調査にド ロ ーン を 活用する こ と によ り 、 効率的な維持管理
を 行っ た。

・ 中藤公園では、 パーク モニタ リ ン グアプリ の運用を 継続し 、 ス マート フ ォ ン を 使用し た画像・
位置情報の共有によ り 、 野生生物の生息調査の実施と 調査結果のデータ ベース 化を 実現し て、 効
率的な維持管理につなげた。 ま た、 景観の改善に向けた取組は評価でき る 。

狭山丘陵グループ

狭山丘陵パート ナーズ



評価内容 評価

39 長沼公園 B B

40 平山城址公園 B B

41 小山田緑地 A A

42 小山内裏公園 A A

43 桜ヶ 丘公園 A A

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

・ グループ全体の取組と し て、 小山内裏公園、 小山田緑地、 桜ヶ 丘公園での12公園連携企画にお
いて、 自然への関心を 高める 機会を 提供し 、 多摩地域全体の認知度向上に貢献し た。 ま た、 学校
と の連携プロ グラ ム やキッ ズレ ン ジャ ー体験イ ベン ト 等を 通し て環境教育を 推進し 、 環境保全の
担い手育成を 図っ た。 土砂災害が増加する 中、 小山田緑地、 桜ヶ 丘公園において、 復旧対応や、
リ ス ク を 踏ま えた土砂災害対応を 実施し た点は評価でき る 。

・ 長沼公園では、 GI Sの活用によ り 、 データ の一元管理と 可視化を 通じ て業務効率を 向上さ せ、 環
境保護に配慮し た伐採申請や迅速な報告を 実現し た。 ま た、 初開催のキッ ズレ ン ジャ ー体験イ ベ
ン ト では、 参加者に自然観察の新たな視点を 提供する こ と で環境教育を 推進し たほか、 個別指導
によ る 丁寧な解説によ り 参加者の満足度を 高め、 環境保全への意識を 高める 有効な手法である こ
と を 示し た点が評価でき る 。

・ 平山城址公園では、 キッ ズレ ン ジャ ー体験イ ベン ト において、 参加者の年齢に合わせた、 見
る 、 聴く 、 触る 、 嗅ぐ と いっ た五感に訴える 体験プロ グラ ム を 提供する こ と で、 教育的な体験と
自然保護への意識を 育んだ。 ま た、 ボラ ン ティ アと 連携し た年間保全活動において、 絶滅危惧種
の新たな発見と 保護柵の設置を 行い、 生物多様性の保全に重要な役割を 果たし た。

・ 小山田緑地では、 エコ パッ チの保全を 行い、 生物にと っ て良好な生育環境を 創出する こ と で、
希少種のナン バン ギセルの株数が前年比約3. 5倍と なる など 、 生物多様性の保全に貢献し た。 ま
た、 「 ト イ レ one up！」 プロ ジェ ク ト において、 利用者の意見を 反映さ せた施設改善、 アート
ギャ ラ リ ーの設置、 多言語によ る アク セシビ リ ティ の向上等を 実現し 、 公園の魅力と 利便性向上
に寄与し た。 そのほか、 従来から の施策に加え、 パラ ス ポーツ 入門プロ グラ ム を 初開催する な
ど 、 意欲的に公園を 盛り 上げていこ う と する 姿勢も 評価でき 、 今後は緑地環境を 活かし た種目を
新たに実施する など 、 更なる 公園の魅力向上に期待し たい。

・ 小山内裏公園では、 近隣小学校の体験型課外学習において、 シオヤト ン ボの生息地の草刈り や
水生生物調査等の環境保全活動を 実施し 、 保全活動の担い手の育成につなげた。 ま た、 公益財団
法人東京動物園協会と 連携し 、 シラ カ シの発生材を ゾ ウ の飼料と し て提供する こ と で、 発生材の
有効活用と 処理費用削減に寄与し た。 さ ら に、 ボラ ン ティ アや近隣団体など と のパーク ミ ーティ
ン グの取組によ り 、 今後の事業実施に向けた地域連携の足掛かり を 築いた点は評価でき る 。 その
他、 ホタ ル観察会を 初めて開催し たこ と も 生物保全活動の観点で評価でき 、 範囲拡大の検討が期
待さ れる 。

・ 桜ヶ 丘公園では、 「 SATOYAMAアウ ト ド アラ イ フ ×ぽま る のおう ち連携企画」 において、 自然素
材を 活用し た創造的な遊びを 提供する ワ ーク ショ ッ プを 開催し 、 公園の新たな魅力を 発見する 機
会を 提供し た。 ま た、 斜面地において土砂崩れが発生し た際は、 GPSを 活用し た発生原因の特定や
関係者と の立会い、 応急補修を 迅速に実施する など 園内の安全確保に努めた取組は評価でき る 。

多摩丘陵グループ

公益財団法人東京都公園協会



評価内容 評価

44 大神山公園 A

・ 大神山公園では、 マイ ク ロ プラ ス チッ ク 回収活動において、 新たにZ世代を 中心と し た団体と 連
携し 、 若者が参加し たく なる イ ベン ト と し て広報活動を 強化し たほか、 マイ ク ロ プラ ス チッ ク で
作っ たコ マを 使っ たコ マバト ル大会を 開催する など 、 アッ プサイ ク ルに繋げる 工夫を 行い、 環境
保全に貢献し た。 ま た、 屋外での映画祭を 開催し たほか、 利用機会の少なかっ た園地を 整備し 、
海の目の前で休憩でき る 新たな空間を 創出する こ と で、 ワ ーケーショ ン など の新たなニーズを 開
拓する など 、 公園の新たな活用につながる 取組によ り 、 魅力向上に寄与し た。

A

大神山公園　

公益財団法人東京都公園協会

一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

№ 施設名



評価内容 評価

45 東白鬚公園 B B

46 木場公園 B B

47 砧公園 A A

48
駒沢オリ ンピ ッ ク
公園 A A

49 代々木公園 S S

50 善福寺川緑地 A A

51 和田堀公園 A A

52 汐入公園 A A

53 城北中央公園 B B

54 光が丘公園 B B

防災公園グループ　

公益財団法人東京都公園協会

グループ名

指定管理者名

一次
評価

二次評価

・ グループ全体の取組と し て、 関係団体等と 連携し て実施し た防災事業において、 要配慮者を 対
象と し た訓練や親子で楽し める プロ グラ ム の実施など 、 地域の特性に応じ たプロ グラ ム を 展開
し 、 地域の防災力向上に貢献し た。

・ 東白鬚公園では、 地域の課題である 高齢者の引き こ も り 対策と し て、 地域で活動する 団体と 連
携し 、 歴史的な旧跡を 歩いて巡る ガイ ド ツ アーを 開催し た。 理学療法士を 招き 、 疲れない正し い
歩き 方指導も 取り 入れ、 高齢者が安心し て参加でき る よ う 工夫する こ と で、 外出のき っ かけや交
流の場、 健康増進の機会創出に寄与し た。

・ 木場公園では、 たねダン ゴ つく り など 自然遊びを 体験でき る イ ベン ト 等で、 子供に自然の豊か
さ を 感じ ても ら う よ う な場を 提供し たほか、 木場ミ ド リ アム でのアート 展示や下町文化フ ェ ス
ティ バル、 「 木場公園防災DAY2023」 の開催など 、 地域に根差し たイ ベン ト を 実施し 、 施設の魅
力向上につなげた。

・ 砧公園では、 初参加の自治体等、 様々な団体と 連携し 「 2023防災フ ェ ス タ in砧公園」 を 実施す
る こ と で、 防災への相互理解を 深め、 昨年度の６ 倍近い約2,000人が参加する など 、 地域防災の普
及啓発に貢献し た。 ま た、 遊びや音楽を 通じ て、 障害のある 人も ない人も と も に楽し みながら 交
流でき る イ ベン ト 「 ス ペシャ ルデー」 を 初開催し 、  イ ン ク ルーシブな遊具広場「 みんなのひろ
ば」 の意義等の普及に努めた。

・ 駒沢オリ ン ピ ッ ク 公園では、 「 駒沢フ ァ ン タ ジア」 において、 地域で活動し ている 団体によ る
ス テージやワ ーク ショ ッ プ、 物産展等を 実施し 、 地域コ ミ ュ ニティ と の連携を 促進し た。 ま た、
キャ ン ド ルアート の制作や同時期に開催さ れた「 花と 光のム ーブメ ン ト 」 に合わせたナイ ト コ ン
サート の実施等、 相乗効果を 生み出し たこ と で、 来場者数が昨年度の２ 倍以上と なり 、 地元の魅
力・ 価値の向上に寄与し た。

・ 代々木公園では、 規模を 拡大し て実施し た「 防災ラ イ フ ・ フ ェ ス タ 」 において、 昨年度比で
125%の約2,500人が参加し たほか、 警察署よ り 感謝状が贈ら れる など 、 防災機能の充実と 普及啓
発につなげた。 ま た、 バス ケッ ト ボール大会の開催や大会参加者が清掃活動を 実施する 「 PICKUP
PLAY GROUND」 の取組を 進めたこ と に加え、 利用者と の意見交換を 通じ ての利用者自身のモラ ル
醸成のほか、 近隣学校等と の連携によ り 公園から 出た廃棄物等を 活用し た取組を 行い、 循環型公
園を 実現し た。

・ 善福寺川緑地では、 野球場内野フ ィ ールド の全面補修工事や肥大化し た周辺樹木の剪定によ
り 、 大・ 小野球場と も に降雨後に使用でき る ま での時間を 50%から 70%ま で短縮する など 、 効果的
に施設の機能維持を 向上さ せた。 ま た、 関係団体と の連携によ り 実施し た地域連携防災訓練の中
で、 多く の地元住民と 協働し 、 今後の地域防災の担い手の連携・ 育成への大き な足掛かり を つく
り 、 地域の防災力向上に努めた。

・ 和田堀公園では、 都のモニタ リ ン グ結果を も と に和田堀池のゾ ーニン グやバード バス 設置を 実
施し たほか、 コ ウ ホネ再生や水生植物の生育に向け、 池の水環境を 改善し 、 埋土種子等の発芽を
促す取組を 推進する など 、 生物多様性の向上を 図っ た。 ま た、 初めて開催し た大規模防災イ ベン
ト では、 公園内での倒木によ る 負傷者の救出救護訓練や倒木除去訓練等を 実施し 、 都立公園にお
ける 防災、 減災に向けた取組への普及啓発、 理解の浸透に貢献し た。

・ 汐入公園では、 「 汐入ま つり 」 において、 最新のダン ス や音楽が楽し める ス テージショ ー、 話
題のグルメ を 堪能でき る キッ チン カ ーの誘致等、 若年層も 楽し める プロ グラ ム を 実施し たこ と
で、 延べ来場者が過去最高の約9,000人を 達成する など 、 幅広い世代の都民参画を 促し た。 ま た、
４ 年ぶり の開催と なっ た隅田川花火大会では、 「 緊急時案内番号シス テム 」 の新規導入や仮設ト
イ レ の増設・ 洋式化等によ り 、 観覧者の利便性向上を 図っ た。

・ 城北中央公園では、 都立公園開園150周年に合わせて「 古代フ ェ ス ティ バル」 への参加希望者
の受け入れを 拡大し た。 ま た、 地域連携合同防災訓練を 初めて開催し 、 停電を 想定し た情報伝達
訓練を 実施し たほか、 備蓄の大切さ を 伝えて自助の意識を 醸成する など 、 公園を 核と し た地域連
携や協力関係を 強化し 、 災害への備えを 広めた点が評価でき る 。

・ 光が丘公園では、 「 公園フ ェ ス タ 」 において、 新規の商業施設等、 地元を 中心に前年開催時の
倍増と なる 15団体が参加し 、 ２ 日間合計で約4,000人が来場する など 地域交流の拡充によ る 賑わい
の創出に大き く 貢献し た。 ま た、 近隣高校と 連携訓練を 行っ たほか、 防災フ ェ ス タ では看護学校
の生徒と 連携し て応急手当訓練を 実施する など 、 地域防災の担い手育成に大き く 貢献し た。

№ 施設名



評価内容 評価

防災公園グループ　

公益財団法人東京都公園協会

グループ名

指定管理者名

一次
評価

二次評価
№ 施設名

55 舎人公園 A A

56 水元公園 A A

57 篠崎公園 B B

58 葛西臨海公園 S S

59 武蔵野中央公園 B B

60 府中の森公園 A A

61 武蔵野の森公園 B B

62 小金井公園 A A

63 東村山中央公園 B B

64 東大和南公園 B B

65 秋留台公園 B B

・ 舎人公園では、 ネモフ ィ ラ 花壇を 利活用し 、 珍し い赤色の花を 咲かせる 品種「 高嶺ルビ ー」 と
白い花のソ バの２ 色の「 ソ バ花壇」 を 整備し たこ と がSNS等で話題と なり 、 「 ソ バ花壇」 を 目的に
来園する 方が増える など 、 公園の魅力向上に貢献し た。 ま た、 地域団体や企業等と 連携し て「 防
災フ ェ ス 2023」 を 開催し 、 体験型プロ グラ ム を 充実さ せる こ と で、 参加人数が前年比140%の約
15,000人に達する など 、 地域一帯の防災対応力向上に貢献し た。

・ 水元公園では、 葛飾区と 連携し て地域連合町会が参加する 地域連絡協議会を 開催し 、 水害対策
及び発生時の初動対応についての講話や意見交換を 実施し たほか、 防災訓練や町会によ る 炊き 出
し 訓練を 実現し 、 地域連携によ る 防災力向上に寄与し た。 ま た、 近隣小学校で実施し た防災出前
授業では、 職員作成の対象年齢に合わせた分かり やすいス ラ イ ド を 使用し 、 避難時の流れや防災
公園と し ての役割、 防災施設についての知識を 習得し ても ら う など 、 教育機関への防災啓発に貢
献し た。

・ 篠崎公園では、 「 アジサイ ま つり 」 において、 職員の提案で幅広い世代が楽し める プロ グラ ム
を 提供し 、 前年比3倍の約1,500人が参加する など 公園の魅力発信に寄与し た。 町会等が参加し た
公園連絡協議会においては、 防犯・ 防災情報の共有、 公園を 取り 巻く 課題の共有を 図っ たほか、
震災時・ 水害時の「 知識・ 備え・ 訓練」 を 整理し 、 各町会・ 自治会の地域防災力を 推進し た。

・ 葛西臨海公園では、 サービ ス セン タ ーから カ ヌ ー・ ス ラ ロ ーム セン タ ーま での526ｍ の園路に
視覚障がい者誘導施設を 敷設し 、 駅から カ ヌ ー・ ス ラ ロ ーム セン タ ーま でを １ 本で繋ぐ こ と で、
視覚障害者にやさ し い園内誘導を 実現し た。 ま た、 駅から ク リ ス タ ルビ ュ ーま でを フ ラ ン ス のテ
アト ル広場に見立て、 「 伝統・ 文化・ 芸術・ 地域」 を テーマに初開催し たアート マルシェ では、
参加者が約4,000人に達し たほか、 地域で活躍する 団体を 巻き 込み実行委員会を 立ち上げる など 、
葛西地域の活性化に寄与し た。

・ 武蔵野中央公園では、 近隣住民、 地元自治体や警察・ 消防及び近隣団体等と 連携し て開催し た
防災フ ェ ス タ において、 初期消火訓練・ 応急救護訓練・ 煙体験など の体験型訓練を 行い、 約2,000
人が参加する など 、 地域の防災意識向上に貢献し た。 ま た、 利用頻度が高く 裸地化及び基礎が露
出し ていた野外卓について、 ニーズを 踏ま えて車いすに対応でき る よ う 改修する など 、 利用者
サービ ス を 向上さ せた。

・ 府中の森公園では、 障害のある 子ど も を 対象と し た遊具体験会において、 分身ロ ボッ ト を 導入
し 、 遠隔で遊具を 体験でき る よ う にする など 、 DXを 活用し た先進的な事業を 展開し たほか、 遊具
広場を 地域のみんなで見守り ・ 利用促進につなげる 「 にじ のかけはし プロ ジェ ク ト 」 を 開始し 、
継続し たイ ン ク ルーシブマイ ン ド を 醸成し たこ と は評価でき る 。

・ 武蔵野の森公園では、 公園出入口の自転車危険走行に関する 長年の住民要望について、 都と 協
議を 重ね、 園路入口に看板と ポールを 新規設置し たほか、 警察等と 連携し て自転車マナーアッ プ
キャ ン ペーン を 実施し 、 利用者の安全確保につなげた。 ま た、 重要無形民俗文化財に指定さ れた
「 八王子車人形」 を 招致し たイ ベン ト を 開催し 、 世代を 超えて家族で楽し める 公園づく り を 行
い、 地域の交流活性化を 推進し た。

・ 小金井公園では、 地元で活動し ている ス ケータ ーを 講師に招いて開催し た、 「 子ど も ス ケート
ボード 教室」 において、 五輪競技を 身近なも のと し たほか、 ルールを 学んで安全安心な利用につ
なげた。 ま た、 公園主催イ ベン ト 「 コ コ コ の日」 では、 「 AIと 子ど も たちが描く 未来の公園」 等
新たな体験型コ ン テン ツ の導入によ り 、 前年比約３ 倍の3,000人が来場する など 公園の魅力向上を
図っ た。

・ 東村山中央公園では、 アニメ コ ラ ボイ ベン ト において、 公園が核と なっ て関係機関と の連携を
強化し 、 地域振興と 地元への愛着の醸成につなげたほか、 参加し た高校生が地元の祭り の運営に
協力する など 、 人と 人と の繋がり によ り 地域活性化に貢献し たこ と は評価でき る 。 ま た、 防災連
絡協議会での意見を 受けて、 自治会保有の防災機材を 活用し た実践的な訓練を 実施し 、 地域防災
力の強化に寄与し た。

・ 東大和南公園では、 自然系セルフ ガイ ド シート を 新規制作（ ９ 種類） し 、 観察会やセミ の抜け
殻展示イ ベン ト 、 ス タ ン プラ リ ー等で活用し たほか、 HPの掲載によ り 拡大配布する など 、 自然情
報の発信に貢献し た。 ま た、 パリ オリ ン ピ ッ ク の新種目「 ブレ イ キン 」 のイ ベン ト を 実施し 、 遊
具のない公園に新たな遊びのプロ グラ ム を 展開し たこ と は評価でき る 。

・ 秋留台公園では、 新たなDXの活用と し て分身ロ ボッ ト を 導入し 、 福祉施設と 公園を 繋ぎ中継す
る こ と で、 来園の難し い方にも バラ 鑑賞の機会を 提供する など 、 公園利用者層の幅を 広げた。 ま
た、 新規の取組である ラ ン ニン グイ ベン ト を 開催し 、 ラ ン ニン グの楽し さ だけでなく 、 ス ポーツ
を 通じ て社会貢献する き っ かけや都市の緑化、 SDGsの意識向上にも つなげたこ と は評価でき る 。



評価内容 評価

66 浜離宮恩賜庭園 S S

67 旧芝離宮恩賜庭園 A A

68 小石川後楽園 S S

69 六義園 A A

70 旧岩崎邸庭園 S S

71 向島百花園 B B

72 清澄庭園 A A

73 旧古河庭園 A A

74 殿ヶ 谷戸庭園 B B

公益財団法人東京都公園協会

№ 施設名
一次
評価

二次評価

・ グループ全体の取組と し て、 都立９ 庭園のス ケールメ リ ッ ト を 活かし 、 JRと 連携し た「 紅葉め
ぐ り ス タ ン プラ リ ー」 を 開催し た。 参加状況分析に基づく 広報強化等によ り 、 紅葉期に集客を
図っ たほか、 窓口でのキャ ッ シュ レ ス 決済の取扱い種類の拡大、 機器入替によ る 処理速度向上な
ど 、 グループ全体で利用者サービ ス を 向上さ せた。 ま た、 庭園の作庭意図や歴史的背景等を 踏ま
えた景観の保全回復、 改修等を 進めたほか、 維持管理技術・ 技能を 継承する ためのノ ウ ハウ の蓄
積と 次世代を 担う 人材育成を 行っ たこ と は評価でき る 。 そのほか、 夜間イ ベン ト のよ う な魅力的
な企画を 実施する など 、 イ ン バウ ン ド を 含む観光資源と し ての庭園の見せ方やサービ ス の質が向
上し ている 点も 評価でき る 。

・ 浜離宮恩賜庭園では、 「 三百年の松」 について、 樹勢に合わせた手入れによ り 主要景観保持に
努め、 手入れ過程を タ イ ム ラ プス 動画で公開する こ と で庭園への関心を 喚起し た。 ま た、 複雑な
仕様の庚申堂鴨場大覗等の補修を 行う と と も に、 若手職員への伝統技術の継承、 育成を 実施し
た。 さ ら に、 御茶屋や鴨場、 馬場など 歴史的に貴重な場所の認知度を 高める イ ベン ト や、 SNSを 活
用し たタ イ ム リ ーな情報発信など 、 イ ン バウ ン ド へのアプロ ーチも 積極的に行い、 庭園の魅力を
発信し たこ と も 評価でき る 。

・ 旧芝離宮恩賜庭園では、 ARを 用いたガイ ド シス テム を 構築し 、 西洋館を 映像上で復活さ せ、 大
山から 海が見える 往時の庭園の再現、 歴史的人物と 撮影でき る 機能を 搭載する など 、 こ れま でに
ない手法で庭園の歴史を 楽し みながら 学べる 機会を 提供し た。 ま た、 ５ 月に開催し た「 旧芝離宮
夜会」 では、 多く の企業と 連携し 、 ２ 部制チケッ ト の導入や誘導の工夫によ る ス ム ーズな運営を
実施し たこ と で昨年度比148％の約5, 000人が来園する など 、 エリ アマネジメ ン ト 事業者と の連携
の下、 企業と の協働を 図り 、 庭園の魅力の周知及び竹芝エリ ア全体の魅力向上に寄与し た。 旧芝
離宮恩賜庭園の独自性を 強調し た取組や地域と の協働を 図っ た点は評価でき る 。

・ 小石川後楽園では、 初開催し た夜間特別開園において、 ラ イ ト アッ プ、 陣幕の設えと 和の軽飲
食提供、 伝統芸能公演等、 多彩なコ ン テン ツ を 提供し 、 庭園の魅力を 高めた。 ま た、 白糸の滝の
滝囲い復旧に向けて効果的な補植を 行っ たほか、 「 蓬莱島」 の往時の景観を 回復さ せる ため、 絵
図や史資料・ 有識者意見等を 踏ま えた植生回復に取り 組むなど 、 当園の景観を 守り 、 未来に繋げ
ていく ための植生管理を 行っ た点も 評価でき る 。

・ 六義園では、 夜間特別観賞において、 六義園八十八境の由来と なっ た和歌を 印象的に伝える 新
演出を 導入する など 、 施設の魅力向上に寄与し た。 ま た、 六義園と ゆかり 深い和歌山市によ る 講
演会を 初開催し たほか、 小中学校や大学の研修等を 受け入れ、 庭園維持管理作業を 体験でき る プ
ロ グラ ム を 提供し 、 文化財継承及び次世代の人材育成に尽力し た。

・ 旧岩崎邸庭園では、 新管理所の開所に伴い、 車椅子で自走可能なバリ アフ リ ールート に改善し
た。 ま た、 建築史の観点から 旧岩崎邸を 解説する 講演会を 開催する と と も に、 ガイ ド 向けに特化
し た講演会も 行う こ と で、 ガイ ド 自身の知的好奇心にも 応えた。 さ ら に、 「 旧岩崎邸で楽し む特
別な四日間」 では、 芝庭を 活用し た辻狂言の公演を 行っ たほか、 洋館の地下等を 探訪する ミ ス テ
リ ーツ アーを 拡大開催する など 参加型のイ ベン ト を 充実さ せ、 庭園の魅力向上に寄与し た。

・ 向島百花園では、 創始者の子孫によ る 講演会を 開催し 、 庭園と 周辺地域の歴史解説や向島百花
園の「 なぜ」 に答える コ ーナーにて、 復興の歴史や草庭を 維持管理する 細やかな取組を 紹介する
など 、 庭園の歴史的価値と 魅力の発信に寄与し た。 ま た、 「 ハギのト ン ネル」 更新工事を 実施
し 、 ウ メ を 主体と する 草庭の景観と の調和を 意識し ながら 制作し 更新し たほか、 作業実施に併せ
て他庭園から 研修生を 受け入れる こ と で、 グループ全体の維持管理技術の向上及び技術の継承に
取り 組んだ。

・ 清澄庭園では、 「 関東大震災100年パネル展示」 において、 復興に貢献し た「 深川親睦園」 の歴
史を 振り 返る パネルを 作成し たほか、 警察・ 消防等のブース を 設けて防災用品リ ス ト を 配布する
など 、 地域防災力の向上に資する と と も に、 震災被害から 復興を 遂げる ま でに庭園が果たし た役
割を 知る 機会を 提供し た。 ま た、 「 アート パラ 深川おし ゃ べり な芸術祭」 に実行委員と し て参加
し 、 会場利用ルールの周知やタ イ ム ス ケジュ ールの調整、 ボラ ン ティ アス タ ッ フ の接遇マニュ ア
ル製作等、 イ ベン ト 開催に積極的に協力する こ と で、 地域活性・ 社会貢献への役割を 果たし た。

・ 旧古河庭園では、 利用者自身が撮影し たバラ 写真でオリ ジナルのバラ 図鑑を 作る こ と ができ る
ス マホアプリ 「 旧古河バラ コ レ 」 を 大学と の連携によ り 製作・ 導入し 、 新し いバラ 鑑賞の楽し み
方を 創出する と と も に、 バラ 名所と し ての庭園の価値を 高めた。 ま た、 史資料写真等に基づき 、
経年によ り 肥大成長が顕著と なり 平面性が維持でき なく なっ た洋館前の花壇・ 生垣・ 芝地の景観
改善を 進め、 植替え更新・ 切下げを 実施し 、 往時の景観へと 回復し たこ と も 評価でき る 。

・ 殿ヶ 谷戸庭園では、 伝統技能見学会を 年２ 回の開催に拡大し 、 「 マツ のミ ド リ 摘みと ハギのト
ン ネル紹介」 を 開催する など 、 ニーズを 捉え庭園での作業体験の提供回数を 増やし たこ と は評価
でき る 。 ま た、 七夕イ ベン ト では、 JR国分寺駅から の協力を 得る など 地域と の連携を 企画に結び
付けたほか、 市共催によ る 散策ツ アーの充実を 図り 、 関係団体と のネッ ト ワ ーク 構築と 連携によ
る 庭園の普及、 地域の魅力発信につなげたこ と は評価でき る 。

グループ名

指定管理者名

文化財庭園グループ



評価内容 評価

75 神代植物公園 Ａ

・ 神代植物公園では、 大学と 提携し 、 バラ の品種自動判定アプリ 「 バラ ノ ナ」 を 新たにリ リ ース
し たほか、 企業連携によ り 園内のVR動画が楽し める 「 バーチャ ル360」 を 公開し 、 DXを 活用し た新
たな楽し み方を 提供し た点が評価でき る 。 ま た、 小山田緑地の都工事予定地に自生する コ シオガ
マを 公園サービ ス セン タ ーと 連携し て保護し たほか、 御岳山レ ン ゲショ ウ マ群生地の育成管理や
種子増殖の助言を 行う など 、 希少植物保全に貢献し た。 Ａ

グループ名

指定管理者名

神代植物公園

公益財団法人東京都公園協会

№ 施設名
一次
評価

二次評価



評価内容 評価

76 夢の島公園 B B

77 夢の島熱帯植物館 S S

アメ ニス 夢の島グループ

・ 夢の島公園では、 年２ 回の植物交換会及び不要植木鉢等道具交換会を 定期的かつ継続的に実施
し 、 SDGｓ の推進を 行っ ている 。 江東区社会貢献活動ネッ ト ワ ーク 「 こ ら ぼら 」 の開催や地域回遊
型イ ベン ト を 実施する こ と で、 地域の活性化と 施設の魅力向上に寄与し ている 。

・ 夢の島熱帯植物館では、 小笠原支庁や小笠原村観光局と の連携によ り 、 文化や生態系、 小笠原
固有種に関する 展示を 行い、 生物多様性の普及啓発に努めた。 こ れに加え、 植物館で育成し てい
る 固有種に関し て現地の都レ ン ジャ ーから の研修を 受ける など 、 希少種の保全に関する 知識の更
なる 習得に努めた。 さ ら に、 SNSを 駆使し た戦略的な情報発信や、 若手アーティ ス ト のポッ プアッ
プ展、 夜間開園など 、 多く の人の関心を 呼ぶ企画の効果も あり 、 閑散期である ３ 月の入場者数が
昨年度比1. 8倍と なる など 、 来園者数が増加し たこ と は高く 評価でき る 。 ま た、 園芸関係の物々交
換会等を 実施し ており 、 今後は、 オン ラ イ ン 取引も 含めこ の分野の中心地と なる こ と を 期待し た
い。 こ のほか、 施設老朽化等が見受けら れる 中で施設・ 植物の維持管理を 着実に進め、 安定的な
施設運営を 実現し た点は高く 評価でき る 。 なお、 展示においては、 現在、 案内板やQRコ ード が新
旧混在し ている こ と から 、 解説内容の見直し のほか、 デザイ ン や閲覧方法の統一によ り 、 利用者
の利便性・ 満足度の更なる 向上を 期待する 。

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

夢の島公園・ 夢の島熱帯植物館



評価内容 評価

78 潮風公園 B B

79 台場公園 B B

東京臨海副都心グループ

・ 潮風公園では、 東京都都市公園制度制定150周年記念事業「 I t s My Par k Day! 」 への取組と し て
月ご と のテーマに合わせたイ ベン ト を 開催し たほか、 上野恩賜公園で開催さ れた150周年文化祭に
出展する など 、 都の政策と 連動し た事業を 実施し た。

・ 台場公園では、 木製人止め柵の補修を 広範囲にわたっ て実施する こ と で安全性を 確保し たこ と
に加え、 名城にふさ わし い景観のため、 冬季は公園入口にある 松３ 本に 「 雪吊り 」 を 実施し 、 日
本の伝統文化や名城にふさ わし い美観を 整えた。

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

潮風公園・ 台場公園



評価内容 評価

80 横網町公園 A

・ 横網町公園では、 「 震災・ 戦災の教訓の継承と 防災意識の普及啓発」 に向け、 職員の熱意と 創
意工夫によ り 関東大震災100年の特別企画を はじ めと し た周年事業等を 積極的に展開し た。 こ れら
の取組によ り 、 認知度の向上や外国人を 含めた入園者の増加につなげた点は評価でき る 。 ま た、
史料のデータ 化に加え、 収蔵品の貸出し 、 取材対応、 動画の作成（ 文芸賞受賞） 等によ り 広範囲
にわたる 発信が行われており 、 効果的に普及啓発を 図っ た点も 高く 評価でき る 。 S

横網町公園

公益財団法人東京都慰霊協会

一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

№ 施設名



評価内容 評価

81-1
東京臨海広域防災
公園 B

・ 東京臨海広域防災公園では、 大規模花壇を 活かし 、 花や四季に触れる 楽し さ や参加者同士のコ
ミ ュ ニケーショ ン を 育む講座を 実施し 、 近隣県から も 応募がある など 、 公園の魅力向上に寄与し
た。 ま た、 ボラ ン ティ ア参加者の育成のため、 外部の専門家を 招聘し 、 専門的な知識を 学ぶ機会
を 提供し たほか、 関係機関と 連携し た「 ぼう さ いモータ ーショ ー」 を 実施し 、 防災力の向上につ
なげた。 B

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名 東京臨海広域防災公園

指定管理者名 西武造園株式会社



評価内容 評価

81-2
東京臨海広域防災
公園 B

・ 東京臨海広域防災公園では、 都立公園150周年記念事業と し て、 国営公園のイ ベン ト と 連携し 、
防災を 身近に感じ る 体験型イ ベン ト 「 防災パーク フ ェ ス ティ バル」 を 開催し た。 両公園のブース
の双方向の利用を 促すス タ ン プラ リ ーを 実施し たほか、 かま ど ベン チで災害時の調理ま で経験で
き る 講座など を 実施し 、 参加者から も 好評であり 、 施設の魅力向上に寄与し た。 B

東京臨海広域防災公園

公益財団法人東京都公園協会

一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

№ 施設名



評価内容 評価

82 明治公園 B

・ 明治公園は、 令和５ 年度においては開園後の調整業務を 進めており 、 今後の公園管理運営にお
ける 本格的な事業展開を 期待する 。 ま た、 多く の参加者があっ た開園イ ベン ト 等の開催、 樹名板
の設置、 ま ちづく り 協議会等と の連携を 開始し たこ と について、 今後も 都民参加・ 地域連携の取
組が継続的かつ発展的に展開し ていく こ と を 期待する 。 B

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名 明治公園　

指定管理者名 Tokyo Legacy Parks 株式会社



評価内容 評価

83
日比谷公園大音楽
堂 A

・ 日比谷公園大音楽堂では、 「 日比谷野音オープン デー2023」 において、 野音100年史の年表や
100周年記念コ ン サート 出演アーティ ス ト の直筆サイ ン 、 普段見る こ と のでき ないアーティ ス ト の
ス テージ衣装など を 展示し 、 野音の音楽施設と し ての歴史と 果たし てき た役割、 価値を 広く 発信
し た。 ま た、 「 日比谷音楽祭2023」 では、 台風２ 号の影響を 受けながら も 延べ15万人の来場者、
オン ラ イ ン 視聴者数27万人、 総再生回数57万回と いう 過去最多数を 記録し 、 翌日のTVや新聞、 WEB
でも 多数取り 上げら れる など 、 「 フ リ ーでボーダレ ス な音楽祭」 と し て野音のみなら ず日比谷公
園全体の魅力向上に繋げた。 音楽会利用可能日の拡大等の取組によ り 、 利用者の大幅増加に寄与
し た点も 評価でき る 。

A

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名 日比谷公園大音楽堂

指定管理者名 東京南部パーク ス グループ



評価内容 評価

84 恩賜上野動物園 A A

85 多摩動物公園 B B

86 葛西臨海水族園 S S

87 井の頭自然文化園 B B

公益財団法人東京動物園協会

・ グループ全体と し て、 令和４ 年度の多摩動物公園における 鳥イ ン フ ルエン ザ陽性事例発生の教
訓を 活かし 、 都立動物園・ 水族園４ 園について施設改修の基本方針を 決定する と と も に、 対応マ
ニュ アルを 全面改訂し 、 鳥イ ン フ ルエン ザ発生時の対応力を 向上さ せた。

・ 恩賜上野動物園では、 開園150周年総合文化祭に関する イ ベン ト や、 「 世界ゴ リ ラ の日」 に関連
し たイ ベン ト を 開催し 、 SNSを 活用し た情報発信を 行う こ と で、 Ｘ （ 旧Twi t t er ） イ ン プレ ッ ショ
ン 数や取材件数について目標を 大き く 上回る 成果が挙げら れる など 、 普及啓発や園の魅力発信を
拡充さ せた。 ま た、 開園150周年総合文化祭に参画し 、 ト ーク イ ベン ト の実施や多種多様な企画展
示を 行う など 、 150周年事業に大き く 貢献し た。 さ ら に、 ゴ リ ラ ・ ト ラ の住む森の観覧通路の舗装
老朽化に伴い、 木材チッ プによ る 打ち換え舗装を 実施し 、 踏み心地が良く 、 かつ景観にも 適し た
観覧環境の提供を 実現し た。 麻酔装置の操作手順を 誤り 、 シマス カ ン ク の死亡事故が発生し た。

・ 多摩動物公園では、 アフ リ カ ゾ ウ の抜牙治療に向けて北米ゾ ウ 抜牙専門家チーム と のミ ーティ
ン グを 重ね、 技術交流等を 目的に国外に職員を 派遣する など 、 国際的な連携によ り 高度かつ専門
的な技術を 発展さ せた。 昆虫園本館の水栓の閉め忘れによ る 床上浸水事故、 園内で複数の車両事
故等が発生し た。

・ 葛西臨海水族園では、 「 サン ゴ 礁の海」  等の展示水槽にLED照明試験や脱窒濾過方式など の新
技術を 採用し ている こ と に加え、 新水族園の外洋水槽への利用を 念頭に新たな脱窒装置の試験機
を 開発し 、 技術開発を 着実に進めた。 ま た、 生物観察や生物採集など 実体験を 通し て学ぶ学年別
のシリ ーズプロ グラ ム や、 DXを 活用し た遠隔地と 水族園を つなぐ 多彩な環境教育プロ グラ ム を 展
開し 、 園の魅力発信と 効果的な教育普及を 実現し た。 さ ら に、 SNS等を 駆使し た戦略的な広告宣伝
を 行い、 春期のWEB広告全体では合計200万を 超える 閲覧数が得ら れ、 各種イ ベン ト の活性化に貢
献し た。

・ 井の頭自然文化園では、 夜間開園イ ベン ト を 開催し 、 延長時間帯の入園者数は昨年度比2. 5倍と
なる 入園者数を 記録し た。 当該イ ベン ト では、 HPにおける 広報・ PRに取り 組んだこ と に加え、
SNS、 ス マホアプリ 広告など のWEB媒体を 駆使し た戦略的な広告宣伝を 行い、 効果的な情報発信を
図っ た点も 評価でき る 。 ま た、 彫刻園利活用の一環と し て、 彫刻作品の保存方法等について理解
を 深める ワ ーク ショ ッ プや園内施設・ 動物を テーマにし た創作怪談のス タ ン プラ リ ーを 企画する
など 、 動物だけでなく 文化・ 芸術も 楽し める 井の頭自然文化園の特性を 活かし た事業を 実施し 、
園内施設の魅力を 最大限に発現さ せる 工夫を 図っ た。 リ ス 繁殖棟で使用し た寄生虫駆除薬剤が原
因と みら れる リ ス の死亡事故が発生し た。

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

都立動物園



評価内容 評価

88 青山霊園 A A

89 谷中霊園 A A

90 雑司ケ谷霊園 B B

91 染井霊園 B B

92 八柱霊園 B B

93 八王子霊園 A A

94 多磨霊園 B B

95 小平霊園 B B

№ 施設名
一次
評価

二次評価

グループ名

指定管理者名

・ 青山霊園では、 近隣保育園や区福祉施設と 連携し 、 都整備の広場の愛称に関する 候補案を 作成
する など 、 霊園と 地域のつながり を 強化し た。 ま た、 初の試みと し て、 近隣の団体や自治体等と
連携し て防災訓練を 実施し 、 災害時の対応能力向上に寄与し た。 令和５ 年度において、 過年度に
誤っ た許可を 行っ たこ と が発覚し た。

・ 谷中霊園では、 将来の支障木と なり 得る 多数の実生木を 処理し 、 墓地への被害を 未然に防い
だ。 ま た、 著名人墓所の多言語によ る ルート 案内を 行う QRコ ード を 作成し たほか、 江戸から 続く
風習「 釣忍」 を 職員自ら 作成し 設置する など 、 外国人利用者ニーズに応える 取組を 進め、 霊園の
魅力向上に努めた。

・ 雑司ケ谷霊園では、 春彼岸の時期に墓参ができ ない方々を 想定し 、 崇祖堂のリ モート 墓参動画
を 撮影し 、 東京都公園協会公式YouTubeで配信し た。 ま た、 墓参動画だけでなく 、 「 おも いでコ ン
サート 」 の様子と 雑司ケ谷霊園の四季の風景の配信を 行う こ と で、 霊園の魅力発信に努めた。

・ 染井霊園では、 立体埋蔵施設第２ 区・ ３ 区の工事について、 東部公園緑地事務所・ 委託業者に
よ る 定例会議への出席や、 仮設の電気引き 込み等についての立会い、 近隣住民から の工事に対す
る 質問へ回答する など 、 都事業への積極的な協力を 行っ た。

・ 八柱霊園では、 管理料の誤請求、 管理料請求対象者への納入通知書未発送及び受領印鑑登録証
明書の紛失事故など 、 複数の事故が発生し た。

・ 八王子霊園では、 芝生に甚大な被害を も たら すイ ノ シシについて、 超音波式害獣忌避装置の増
設と 侵入経路対策等によ り 、 平成28年度比で被害を 50％減少さ せた。 ま た、 管理所建替工事に伴
い、 来園者の熱中症対策と し て会議室を 休憩ス ペース と し て開放し 、 管理所前に日除けテン ト と
ミ ス ト シャ ワ ーを 設置する など 、 利用者サービ ス の向上に努めた。

・ 多磨霊園では、 100周年事業と し て、 「 歴史・ 著名人墓所ガイ ド ツ アー」 や「 デジタ ルス タ ン プ
ラ リ ー」 など を 1年間にわたり 展開し たこ と によ り 、 地域と の連携を 深め、 著名人墓所や自然環境
の活用等、 霊園の持つ価値を 掘り 起こ し ての魅力発信を 行っ た。

・ 小平霊園では、 都民協働の取組と し て、 近隣保育園と 園内の竹の間伐材を 活用し た七夕飾り を
作成し 、 年齢を 問わず地域に開かれた霊園と し て地域住民に親し ま れる 空間を 提供し た。

東京都霊園

公益財団法人東京都公園協会



評価内容 評価

96 瑞江葬儀所 A

・ 建替工事によ り 施設利用の制限がある 中、 利用者への丁寧な案内、 着柩時間を 前倒し し た受入
時間の拡大、 モニタ ー増設、 職員・ 警備員間の連携強化など 施設管理上の工夫を 凝ら し たこ と
で、 苦情や混乱、 火葬件数減少や火葬時間遅延を 未然に防ぐ こ と で、 的確に火葬業務を 遂行し
た。 ま た、 地元町会、 消防署、 江戸川区と 連携し 、 震災を 想定し た地域防災訓練には近隣住民約
100名が参加し 、 地域住民の防災意識向上に貢献し た。 A

№ 施設名
一次
評価

グループ名

指定管理者名

二次評価

瑞江葬儀所

公益財団法人東京都公園協会


